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近
年
、
各
大
学
に
お
い
て
学
生

に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
熱
を

帯
び
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
企
業

か
ら
の
求
人
票
の
取
り
扱
い
や
求

人
先
開
拓
な
ど
、
就
職
斡
旋
が
主

な
業
務
で
あ
っ
た
事
務
部
門
の
就

職
部
や
就
職
課
。
こ
れ
を
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
等
と
名
称
を
変
更
し
、

個
別
相
談
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
た

め
の
企
画
を
担
う
主
要
部
門
と
位

置
づ
け
、
４
年
間
の
大
学
教
育
の

な
か
で
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
目
的
と

し
た
支
援
体
制
を
確
立
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
活
発
化
し
、
多
く
の

大
学
で
熱
心
な
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
。
背
景
に
は
、
若
年
者

の
早
期
離
職
問
題
、
フ
リ
ー
タ
ー

や
ニ
ー
ト
問
題
、
雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
な
ど
深
刻
な
社
会
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
大
学
に
課
せ

ら
れ
た
社
会
的
責
任
は
大
き
い
。

そ
う
し
た
な
か
、
大
学
に
お
け

る
就
職
状
況
と
本
学
の
キ
ャ
リ
ア

支
援
事
情
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

今
年
度
の
大
学
生
の
求
人
状
況

は
、
景
気
の
好
況
感
や
企
業
の
団

塊
世
代
の
大
量
退
職
を
控
え
た
い

わ
ゆ
る
２
０
０
７
年
問
題
等
の
影

響
も
あ
り
、
学
生
に
と
っ
て
売
り

手
市
場
と
な
っ
て
い
る
。
就
職
情

報
誌
大
手
の
デ
ィ
ス
コ
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
企
業
の
採
用
意
欲
は
急

速
に
高
ま
り
、
日
本
経
済
新
聞
社

が
ま
と
め
た
「
２
０
０
６
年
度
の

新
卒
採
用
計
画
」
に
よ
る
と
、
主

要
企
業
の
来
春
の
新
卒
採
用
人
数

は
２
０
０
５
年
度
実
績
比
２０
・

４
％
増
と
、
２
年
連
続
２
ケ
タ
増

加
。大
卒
に
限
る
と
、同
２３
・
９
％

増
と
２６
年
ぶ
り
の
高
さ
で
、
特
に

理
工
系
は
２２
・
８
％
増
と
文
科
系

１５
・
０
％
を
大
き
く
上
回
る
と
し

て
い
る
。

本
学
に
お
い
て
も
、
就
職
状
況

は
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

２
０
０
５
年
３
月
卒
業
生
の
内
定

率
は
長
崎
県
内
平
均
（
８９
・

９
％
）
を
上
回
る
９２
・
６
％
を
達

成
、
こ
の
う
ち
、
工
学
部
の
船
舶

工
学
科
、
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科

で
は
内
定
率
１
０
０
％
で
、
女
子

学
生
の
内
定
率
も
９４
・
７
％
だ
っ

た
。
さ
ら
に
今
年
度
の
求
人
会
社

数
は
、
１０
月
末
現
在
、
昨
年
同
期

の
１
、３
５
８
社
を
大
き
く
上
回

る
１
、７
４
１
社
と
バ
ブ
ル
期
を

し
の
ぐ
勢
い
が
あ
る
。

本
学
に
お
い
て
は
、
２
０
０
３

年
度
よ
り
従
来
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
と
呼
ば
れ
る
就
職
指
導
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
単
位
化
し
、「
将
来
計

画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
学
生
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
視
野
に
入
れ
た

講
義
科
目
を
開
設
し
て
い
る
。
ま

た
、
毎
年
２
月
に
は
全
国
か
ら
企

業
を
招
い
て
「
学
内
合
同
企
業
面

談
会
（
２
０
０
５
年
２
月
・
１
０

３
社
）」を
実
施
、
福
岡
の
説
明
会

参
加
希
望
学
生
に
は
、毎
年「
貸
切

バ
ス
を
運
行
」
す
る
な
ど
、
学
生

の
就
職
支
援
に
力
を
注
い
で
い
る
。

多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い

る
伝
統
あ
る
工
学
部
に
加
え
、
情

報
学
部
、
人
間
環
境
学
部
を
擁
す

る
本
学
に
お
い
て
は
、
も
の
づ
く

り
教
育
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

充
実
し
た
情
報
設
備
に
よ
る
パ
ソ

コ
ン
実
習
な
ど
を
交
え
た
実
践
的

で
多
彩
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準

備
し
、
社
会
の
求
め
る
人
材
の
育

成
に
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
れ
ぞ

就職に関しては、３年次からゼミに入り、ある時ゼミ
の教授から「就職はどういった関係の会社に行きたいの
か？」と尋ねられ、「こういった会社があるがどうか。」
と親切に薦めていただき、自分が大学時代学んだことが
生かせる企業に無事内定をいただくことが出来ました。
内定をいただく前にも、ゼミのOBで、現役社員の方の
お話を聞く機会をいただき、会社説明会等では分からな
かった現場の生の話も聞くことが出来て、先生には非常
によくしていただきました。学生支援グループの就職係
のスタッフの皆さんも、就職資料の見方で分からないこ
とがあれば分かりやすく丁寧に教えていただき、就職に
関する相談に親切に答えていただきました。すばらしい
のはこれだけではありません。通常の授業のあとには、
各種の資格取得支援のための講座がたくさんあります。
その中に就職活動の準備のための講座もあり、自己PR
法から面接のシミュレーションなども教えていただくこ
とができます。私は、卒業研究では LEDを使った照明
器具を作ったり、電動モータで動く二輪車のソーラース
クーターを作ったりと、“ものづくり”に励む忙しい日々
を送っています。しかし、毎日が新しい体験の連続で、
とても充実した日々です。

私の就職活動はまず、３年の後期に大学で開かれる就
活スキルアップ講座を受講することからはじめました。
この講座では、就職活動とはどのようなものか、どんな
仕事が世の中にあるのかなど、様々なことを教わり、相
談などもすることが出来ました。
私が一番そこで得たものは、自分とはどういう人間な
のかということを知ることが出来たことです。いろいろ
な心理テスト的なものや、他人に自分はどう写っている
かなどを聞く機会があったことによって、自分が思って
いる自分と他人から見た自分は異なっている部分があっ
たりして驚きや発見もあり、とてもためになりました。
そしてそれを踏まえたうえで、いよいよ本番の就職活動
をむかえ、実際の面接では自分をアピールすることが出
来たと思いますし、素直な自分を見せることで相手の企
業の方も受け入れていただけたのだと思います。本学に
入学し、この大学で多くのことを学び、自分が成長でき
たことに大変感謝しています。

川口 昌良 君
工学部電気電子情報工学科４年
長崎県立長崎東高等学校卒業
�協和エクシオ（東証・大証一部上場）内定

今井つかさ さん
工学部建築学科４年
埼玉県立豊岡高等学校卒業
タマホーム�内定

�

４年生の就職活動体験記

４年生の就職活動体験記

�
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学  生�

卒業研究�
担当教員�

4年生就職�
アドバイザー�

就職担当�
教  員�

就 職 係 �
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●教員免許状
◇機械工学科／高等学校教諭１種（工業）
◇船舶工学科、建築学科／中学校教諭１種（数学）、高等学校教
諭１種（数学、工業）
◇電気電子情報工学科、知能情報学科／高等学校教諭１種（情
報、工業）
◇経営情報学科／中学校教諭１種（数学）、高等学校教諭１種
（情報、数学）
◇環境文化学科／高等学校教諭１種（情報）
●取得可能資格
◇船舶工学科／第１級陸上特殊無線技士、第３級海上特殊無
線技士、船舶主任技術者、２級小型船舶操縦士
◇機械工学科／安全管理者、熱管理士、ボイラー技士、自動整
備士
◇電気電子情報工学科／第１級陸上特殊無線技士、第３級海
上特殊無線技士、電気通信主任技術者、電気主任技術者、電
気工事士
◇建築学科／１・２級建築士、福祉住環境コーディネーター、イ
ンテリアプランナー、インテリアコーディネーター
◇情報学部／基本情報技術者、システムアドミニストレータ、
ＣＣＮＡ、プログラミング能力検定ほか
◇環境文化学科／公害防止管理者、環境計量士、作業環境測定
士、福祉住環境コーディネーター、一般計量士
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本学では、「諒設計アーキテクトラーニング」「日建学院」
の技術資格における数々の実績を基に運営されている関連ス
クール「諒PCe・ラーニング」「NIKKENbbスクール」に
より、資格・スキルアップ技術をｅラーニングで安価に提供
できるよう提携し、学生のスキルアップを支援しています。
また、キャリアカウンセラーによる「キャリアデザイン講
座」「就活スキルアップ講座」も開講しています。
（今年度は講義形式を含む２２講座を開講）

れ
の
学
部
学
科
に
は
、「
就
職
担

当
教
員
」
を
配
置
、「
学
生
支
援

グ
ル
ー
プ
就
職
係
」
と
連
携
し
、

こ
れ
に
「
卒
業
研
究
担
当
教
員
」

と
「
４
年
生
の
就
職
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
を
加
え
た
本
学
独
自
の
完

全
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
で
、
個
別

の
進
路
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に

効
果
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

の
が
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
で

あ
る
が
、
本
学
の
場
合
、
毎
年
夏

休
み
期
間
中
に
、
工
場
実
習
と
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
、
今

夏
は
３０
の
企
業
や
団
体
に
３８
名
の

学
生
を
派
遣
し
、
早
期
か
ら
、
社

会
や
将
来
を
見
つ
め
る
機
会
を
提

供
し
て
い
る
。
主
な
派
遣
先
は
長

崎
市
役
所
、
長
崎
玉
屋
、
�
ホ
ン

ダ
四
輪
販
売
長
崎
、
佐
世
保
重
工

業
�
、
三
菱
長
崎
機
工
�
、
西
日

本
菱
重
興
産
�
、本
学
事
務
局（
図

書
館
）
な
ど
。「
現
状
で
は
受
入

先
企
業
に
限
り
が
あ
り
、
希
望
者

全
員
が
参
加
で
き
る
保
証
が
な
い

点
が
課
題
で
あ
る
。
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
就
業
体
験
と
し
て
捉
え
、

広
い
視
野
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
も
ら
い
た
い
（
教
務
課
長

談
）。」

そ
の
他
、
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
たe-L

earning

に
よ
る
２２
種
類
に
及

ぶ
資
格
取
得
の
た
め

の
「
資
格
受
験
講

座
」
の
実
施
や
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
「
キ
ャ
リ

ア
・
デ
ザ
イ
ン
講
座
」「
就
活
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
を
実
施
す
る

な
ど
、
学
生
の
将
来
を
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

本
学
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
、
高
度
情
報
化
社
会
の
到

来
に
よ
り
、
社
会
が
求
め
る
付
加

価
値
の
あ
る
人
材
を
輩
出
す
べ
く
、

な
お
一
層
の
教
育
と
研
究
の
充
実

は
も
と
よ
り
、
入
学
か
ら
卒
業
ま

で
線
で
つ
な
が
る
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
を
充
実
さ
せ
、「
も
の
づ
く

り
」、「
こ
と
づ
く
り
」、「
ひ
と
づ

く
り
」と
い
う
３
つ
の「
つ
く
り
」

を
実
践
す
べ
く
更
な
る
改
革
と
挑

戦
が
続
い
て
い
る
。

※
今
後
も
企
業
及
び
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
、
ご
支
援
の
程
を
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私の就職活動を振り返ってみると２つの重要な要素を
経験し、持ち合わせることができたことが大きかったよ
うに感じます。まずは３年次に受講した将来計画フォー
ラムでの自己分析やマナー講座などです。この経験で就
職活動を始めるにあたっての事前準備をしっかりと行っ
たうえで、就職活動の本番へと臨むことができました。
活動開始当初は就職活動への危機感こそは持っていたも
のの、いざ始めようとしても何から初めていいのかわか
らない自分でしたが、このフォーラムのおかげで、何か
ら初めればいいのか、また自分はどの分野へと進みたい
のか、そのためにはどう動けばいいのかといったことを
見つめなおす絶好の機会となりました。
２つ目は、自分が大学４年間でやってきた経験です。
それは、学業はもちろんのこと、学業以外での様々な経
験もそれに該当するように思えます。長崎総合科学大学
は学生を全力で応援していただける大学です。チャレン
ジすることの大切さを学んだ４年間でした。

自分にとって就職活動は最初、とても不安でたまらな

いものでした。

３年次から始まる将来計画フォーラムを受講したこと

で、危機感を強く感じるようになり、その後、徹底的な

自己分析、就職情報サイトでのエントリーを積極的に行

い、希望する企業があれば、たとえどんなに遠くても積

極的に会社説明会へ参加しました。

その結果、企業にも自分の思いや熱意が伝わり、受験

する企業はすべて受かりました。

就職は今後の人生にとって、とても重要なものである

と思っているので、後輩の皆さんにも精一杯頑張って後

悔のないように行動して欲しいと思います。私も本学で

学んだことをぜひ今後に生かしていきたいと思います。

牛島 啓介 君
工学部経営システム工学科（現情報学部経営
情報学科）４年
長崎県立大村高等学校理数科卒業
富士ソフトＡＢＣ㈱（東証一部上場）内定

島田 昂 君
人間環境学部環境文化学科４年
熊本県立東稜高等学校卒業
�穴吹コミュニティ内定

４年生の就職活動体験記

４年生の就職活動体験記

�

�本学独自の完全バックアップ体制�

学学内内合合同同企企業業面面談談会会

将将来来計計画画フフォォーーララムム

就就職職相相談談

3



海外環境研修でカナダへ海海外外環環境境研研修修ででカカナナダダへへ
建
築
学
海
外
研
修
で
ト
ル
コ
へ

建
築
デ
ザ
イ
ン
研
究

会
（
主
宰
・
松
尾
有
平

工
学
部
建
築
学
科
助

手
）
は
９
月
２６
日
、
カ

ト
リ
ッ
ク
浦
上
教
会
を

訪
れ
、
旧
浦
上
天
主
堂

の
模
型
を
寄
贈
し
た
。

模
型
は
、
大
屋
奈
津
子
さ
ん
（
工
学
部
建
築
学
科
３

年
）、
堤
千
紘
さ
ん（
同
３
年
）、
備
瀬
涼
子
さ
ん（
同

３
年
）
の
３
人
が
昨
年
６
月
か
ら
制
作
し
て
き
た
も

の
で
、
木
材
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し
た
、
実
際

の
５０
分
の
１
の
サ
イ
ズ
。
幅
１
０
０
�
×
長
さ
１
７

５
�
の
台
座
の
上
に
、
塔
の
高
さ
約
７０
�
の
旧
浦
上

天
主
堂
が
見
事
に
蘇
っ
て
い
る
。
制
作
に
お
い
て
は
、

当
時
の
資
料
が
少
な
く
自
分
た
ち
で
遺
構
を
実
測
し

た
り
、
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行
っ

た
と
の
こ
と
。
こ
の
模
型
は
８
月
６
日
か
ら
１５
日
ま

で
、
同
教
会
信
徒
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
母
な
る
ふ

る
さ
と
浦
上
『
母
の
風
景
展
』」（
被
爆
者
で
画
家
の

築
地
重
信
さ
ん
主
催
）
に
お
い
て
展
示
さ
れ
、
多
く

の
入
場
者
の
関
心
を
呼
ん
だ
。

な
お
、
同
研
究
会
が
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
教
会

模
型
の
展
示
会
が
、長
崎
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
長

崎
市
常
盤
町
）に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
各
マ
ス
コ
ミ

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
生
番
組
で
は
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
レ

ビ
「
あ
っ
！
ぷ
る
」
に
建
築
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
メ
ン

バ
ー
と
松
尾
建
築
学
科
助
手
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送

局
「
も
っ
て
こ
い
長
崎
５
」
に
は
松
尾
助
手
が
出
演

し
た
。

人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学

科
で
は
、
９
月
の
夏
休
み
約
３

週
間
を
利
用
し
、
カ
ナ
ダ
の

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
市
に
あ
る
カ
モ

ス
ン
大
学
で
環
境
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
た
。
参
加
し
た

の
は
人
間
環
境
学
部
環
境
文
化

学
科
の
３
年
生
１１
名
及
び
工
学

部
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
２

年
生
１
名
と
大
学
院
１
年
生
１

名
の
計
１３
名
。
木
村
博
環
境
文

化
学
科
助
教
授
が
引
率
で
同
行

し
た
。
自
然
豊
か
な
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ユ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州

の
ビ
ク
ト
リ
ア
市
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
、
雄
大
な
自
然
公
園
、

堆
肥
化
処
理
施
設
、
ゴ
ミ
処
理

場
、
林
業
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し

な
が
ら
、
英
会
話
や
カ
ナ
ダ
文

化
を
学
ん
だ
。

帰
国
後
の
１０
月
３１
日
に
は

「
カ
ナ
ダ
環
境
研
修
報
告
会
」

を
開
催
し
、
参
加
し
た
学
生
た

ち
が
、
研
修
の
成
果
と
感
想
を

発
表
し
た
。

８
月
２９
日
〜
９
月
１２
日
の
１５
日
間
、
工
学
部
建
築
学

科
の
学
生
１４
名
（
４
年
生
３
名
、
３
年
生
８
名
、
２
年

生
３
名
）
が
西
洋
と
東
洋
の
文
明
が
ク
ロ
ス
す
る
ト
ル

コ
で
の
海
外
研
修
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
建
築
学
科

の
授
業
科
目
「
建
築
学
海
外
研
修
」
と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
鮫
島
和
夫
建
築
学
科
教
授

が
引
率
、
渡
航
費
用
の
一
部
や
研
修
期
間
中
の
傷
害
保

険
等
の
保
険
契
約
費
を
大
学
が
補
助
し
て
い
る
。

研
修
で
は
、ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
も
多
く

残
る
ト
ル
コ
で
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
や
ブ
ル
ー
モ
ス
ク
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
な
ど
多
く
の
世
界
遺
産
を
巡
り
、
大

興
奮
の
１５
日
間
だ
っ
た
。
今
回
は
１１
の
都
市
（
日
本
一

周
す
る
ほ
ど
の
距
離
）
を
バ
ス
で
移
動
、
日
本
と
の
文

化
の
違
い
に
学
生
も
良
い
刺
激
を
受
け
た
よ
う
だ
。

「建築デザイン研究会」
旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦上上上上上上上上上上上上上上上上上上上天天天天天天天天天天天天天天天天天天天主主主主主主主主主主主主主主主主主主主堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂ののののののののののののののののののの模模模模模模模模模模模模模模模模模模模型型型型型型型型型型型型型型型型型型型ををををををををををををををををををを
カカカカカカカカカカカカカカカカカカカトトトトトトトトトトトトトトトトトトトリリリリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククク浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦浦上上上上上上上上上上上上上上上上上上上教教教教教教教教教教教教教教教教教教教会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ににににににににににににににににににに寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈写写真真一一番番上上のの左左よよりり備備瀬瀬ささんん、、堤堤ささんん、、大大屋屋ささんん
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位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位

ソ
ー
ラ
ー
＆
人
力
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
全
日
本
選
手
権
大
会

２
０
０
５
（
日
本
ソ
ー
ラ
ー
・
人
力
ボ
ー
ト
協
会
主
催
）
が

８
月
２８
日
、
２９
日
の
２
日
間
、
静
岡
県
浜
松
市
の
佐
鳴
湖
漕

艇
場
で
開
催
さ
れ
、
工
学
部
船
舶
工
学
科
の
「
夢
の
船
研
究

会
」（
顧
問
・
野
瀬
幹
夫
、
林
田
滋
両
教
授
）が
、
人
力
ボ
ー

ト
の
部
と
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
の
部
に
お
い
て
、
見
事
学
生
優

勝
を
果
た
し
た
。

人
力
ボ
ー
ト
の
部
に
出
場
し
た
の
は
新
主
翼
ス
ト
ラ
ッ
ト

を
装
備
し
た
人
力
水
中
翼
船
「W

est
G

ale０５

」。
学
生
の
日

頃
の
努
力
が
実
り
、
向
か
い
風
の
悪
条
件
の
中
、
好
成
績
を

納
め
た
。
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
の
部
で
は
軽
量
化
さ
れ
た
新
艇

で
望
み
、
好
成
績
を
納
め
た
。

ま
た
、
同
研
究
会
は
去
る
８
月
６
日
、
７
日
に
柳
川
市
で

開
催
さ
れ
た「
２
０
０
５
柳
川
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
」（
大

会
実
行
委
員
会
主
催
、
一
般
１９
艇
、
学
生
５１
艇
、
計
７０
艇
が

参
加
。）に
も
出
場
し
、「
ソ
ー
ラ
ー
ア
バ
ア
バ
１０
」が
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
学
生
部
門
で
見
事
準
優
勝
を
果
し
た
。

「
夢
の
船
研
究
会
」
の
活
躍
ぶ
り
は
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ

「
あ
っ
！
ぷ
る
」（
９
月
２９
日
）
に
て
『
お
め
で
と
う
！
長

崎
総
科
大
「
夢
の
船
研
究
会
」－

学
生
部
門
全
国
４
連
覇
！

人
力
で
浮
か
ぶ
究
極
の
水
中
翼
船
―
』
と
い
う
企
画
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
機
体
の
調
整
や
練
習
に
励
む
学
生
の
様
子
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
放
送
さ
れ
た
。

長
崎
県
大
学
サ
ッ
カ
ー

秋
季
リ
ー
グ

１０
月
に
開
催
さ
れ
た
平
成
１７
年
度
長
崎
県
大
学
サ
ッ

カ
ー
秋
季
リ
ー
グ
に
お
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
部
（
主
将
・

松
下
俊
史
君
工
学
部
経
営
シ

ス
テ
ム
工
学
科
３
年
）
が
２

勝
１
引
分
け
で
見
事
優
勝
を

飾
り
、
１２
月
に
福
岡
市
で
開

催
さ
れ
る
九
州
大
会
へ
の
出

場
切
符
を
獲
得
し
た
。
サ
ッ

カ
ー
部
は
、
部
員
不
足
に
悩

む
な
か
大
健
闘
。
日
頃
の
練

習
の
成
果
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

存
分
に
発
揮
し
た
。
九
州
大

会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

長
崎
県
大
学
準
硬
式
野
球

秋
季
リ
ー
グ

９
月
に
開
催
さ

れ
た
平
成
１７
年
度

長
崎
県
大
学
準
硬

式
野
球
秋
季
リ
ー

グ
に
お
い
て
、
準

硬
式
野
球
部
（
主

将
・
中
尾
大
輔
君

工
学
部
経
営
シ
ス

テ
ム
工
学
科
３

年
）
が
３
勝
３
敗

の
成
績
で
２
位
に

輝
い
た
。

第
２２
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
長
崎

県
空
手
道
選
手
権
大
会
が
７
月
１７
日
、
長

崎
県
立
総
合
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
、
山

田
泰
紀
君
（
工
学
部
機
械
工
学
科
２
年
、

極
真
空
手
部
）
が
一
般
の
部
に
お
い
て
見

事
ベ
ス
ト
４
に
進
出
、
惜
し
く
も
決
勝
進

出
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
第
４
位
と

技
能
賞
に
輝
い
た
。
一
般
の
部
に
は
、
７７

名
が
エ
ン
ト
リ
ー
、
４
位
以
上
が
１０
月
に

開
催
さ
れ
た
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

へ
の
出
場
権
を
得
た
。
山
田
君
も
今
回
全

日
本
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
も
の
の
、

今
大
会
で
の
負
傷
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら

欠
場
し
た
が
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。

山田泰紀君
長崎県空手道
選手権大会 ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベスススススススススススススススススススススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト44444444444444444444444444444444444444444444

長
崎
の
真

夏
を
彩
る

「
長
崎
ペ
ー

ロ
ン
選
手
権

大
会
」（
大

会
実
行
委
員

会
主
催
）
が

８
月
６
日
、

７
日
、
長
崎
港
で
開
催
さ
れ
、
ペ
ー

ロ
ン
部
（
主
将
・
高
橋
仁
君
人
間
環

境
学
部
環
境
文
化
学
科
４
年
）
が

７
日
の
一
般
対
抗
レ
ー
ス
に
出
場

し
た
。
ペ
ー
ロ
ン
部
は
大
学
チ
ー

ム
と
し
て
は
唯
一
の
出
場
で
、
予

選
第
４
レ
ー
ス
に
５
分
１９
秒
９３
と

い
う
タ
イ
ム
で
６
位
、
続
く
敗
者

復
活
戦
で
も
５
位
と
、
残
念
な
が

ら
準
決
勝
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た

が
一
般
の
強
豪
チ
ー
ム
を
相
手
に

果
敢
に
挑
戦
し
た
。

長崎ペーロン
選手権大会に

出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

会究研船の夢

「ソーラー＆人力ボートレース
全日本選手権大会」

優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優 勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

サッカー部

優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

２部門独占

のの快快挙挙

極真空手部

準硬式野球部

ペーロン部
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オオーーププンンキキャャンンパパスス

２
０
０
５
年
度

２
０
０
５

年
度
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
７
月
３１

日
、
９
月
１９

日
、
１１
月
１２

日
の
３
回
、

シ
ー
サ
イ
ド
、

グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の
高
校
生
、

保
護
者
並
び
に
高
校
の
先
生
方
の
来
場
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
第
１
回

の
７
月
３１
日
は
、
時
折
激
し
い
雨
が
降
る
あ
い
に

く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
来
場
者
が

あ
っ
た
。
林
学
長
の
歓
迎
挨
拶
の
後
、
午
前
中
は

シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
学
部
学
科
紹
介
と

展
示
場
見
学
、
そ
の
後
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
に
移
動
し
て
学
食
体
験
。
午
後
か
ら
は
模
擬

講
義
「
高
輝
度
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
の

応
用
」（
辻
史
郎
工
学
部
教
授
）、
学
部
学
科
の
自

由
見
学
、
体
験
学
習
等
が
実
施
さ
れ
た
。
第
２
回

の
９
月
１９
日
、
模
擬
講
義
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
は

な
し
」（
藤
川
卓
爾
工
学
部
教
授
）。
ヨ
ッ
ト
乗
船

も
あ
り
、
参
加
し
た
高
校
生
か
ら
大
好
評
だ
っ
た
。

第
３
回
は
造
大
祭

開
催
中
の
１１
月
１２

日
、
模
擬
講
義
は

「
彩
色
付
古
葉
書

に
み
る
古
き
よ
き

長
崎
」（
ブ
ラ
イ

ア
ン
・
バ
ー
ク
ガ

フ
ニ
人
間
環
境
学

部
教
授
）。
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

企
画
コ
ン
テ
ス
ト

の
表
彰
式
も
あ
り
、

大
変
賑
や
か
な
一

日
だ
っ
た
。

父
母
懇
談
会

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

在
学
生
の
ご
父
母
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
る

父
母
懇
談
会
が
、
６
月
１８
日
の
長
崎
会
場
を
皮
切
り

に
佐
世
保
、
佐
賀
、
別
府
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
那
覇
、

福
岡
、
松
山
、
山
口
、
広
島
、
大
阪
、
東
京
の
１３
会

場
で
開
催
さ
れ（
長
崎
は
学
年
別
に
２
回
）、
３
４
９

組
４
６
７
名
の
出
席
者
が
あ
っ
た
。

ま
ず
始
め
に
、
大
学
の
現
況
お
よ
び
就
職
状
況
な

ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
各
学
科
別
の

個
別
懇
談
が
行
わ
れ
た
。
懇
親
会
（
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
）
で
は
、
ご
父
母
と
教
員
は
も
と
よ
り
、
ご

父
母
同
士
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
た
。
な
お
、
長
崎
・

佐
世
保
・
東
京
・
別
府
地
区
で
は
山
下
力
後
援
会
事

務
局
長
が
出
席
さ
れ
、
就
任
挨
拶
と
後
援
会
の
活
動

報
告
が
行
わ
れ
た
。

韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓
国国国国国国国国国国国国国国国国
・・・・・・・・・・・・・・・・
仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁仁
徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学
学学学学学学学学学学学学学学学学
長長長長長長長長長長長長長長長長
がががががががががががががががが
来来来来来来来来来来来来来来来来
学学学学学学学学学学学学学学学学

本
学
と
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る
韓
国
・
仁
徳
大

学
の
金
洛
培
学
長
が
１０
月
１９
日
、
表
敬
訪
問
の
た
め

本
学
を
訪
れ
た
。
来
学
さ
れ
た
の
は
金
洛
培
学
長
を

は
じ
め
、
許
潤
基
、C

hoIlM
ok

、
森
伊
作
の
国
際

交
流
担
当
４
氏
。
長
山
理
事
長
、
林
学
長
と
の
歓
談

の
後
、
本
学
学
部
長
、
事
務
部
長
並
び
に
事
務
局
長

と
交
流
に
関
す
る
協
議
を
行
い
、
グ
ー
リ
ン
ヒ
ル
、

シ
ー
サ
イ
ド
両
キ
ャ
ン
パ

ス
の
施
設
見
学
を
さ
れ
た
。

施
設
見
学
前
に
は
、
韓
国

か
ら
の
留
学
生
で
仁
徳
大

学
卒
業
の
本
学
大
学
院
生
、

仁
徳
大
学
附
属
工
業
高
校

卒
業
の
別
科
生
に
も
会
わ

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

な
か
日
本
で
の
生
活
に
つ

い
て
歓
談
さ
れ
た
。

長崎県立島原高校理数科の１年生２６名（男子１６名、女子１０名）
が８月３日～４日の２日間、本学にて最先端技術に関する実験・
実習を行った。今回の取り組みは「大学の充実した実験・実習設
備を利用して最先端技術を学ぼう」と島原高校から本学へ申し入
れがあったもので、生徒たちは普段の高校の授業では体験出来な
い科学の先端技術に触れた。参加した生徒からは「設備がすごい」
「貴重な経験になった」「授業が面白かった」「学食がおいしかった」
などと好評だった。今回の実験・実習プログラムは次のとおり。
講義：「IT（情報技術）は２１世紀社会をどのように変えるのか」
実験・実習：
１）自作した模型船の抵抗試験、CADによる船舶設計の話と実習
２）ディーゼルエンジンの運転、LEGOブロックでの６足歩行昆
虫ロボット製作

３）インバータによる電動機の速度制御
４）鋼材の引張試験による応力とひずみの測定
５）３次元 CGの制作、体操アニメーション
６）WebCGの制作、ホームページの作成
７）バイオマスエネルギー実験場の体験、データロガーを使った
環境の計測

島島島島島島島島島島島島島島島島原原原原原原原原原原原原原原原原高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校理理理理理理理理理理理理理理理理数数数数数数数数数数数数数数数数科科科科科科科科科科科科科科科科１１１１１１１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年年年年年年年生生生生生生生生生生生生生生生生２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６名名名名名名名名名名名名名名名名がががががががががががががががが
最最最最最最最最最最最最最最最最先先先先先先先先先先先先先先先先端端端端端端端端端端端端端端端端技技技技技技技技技技技技技技技技術術術術術術術術術術術術術術術術をををををををををををををををを学学学学学学学学学学学学学学学学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

催開

6



文化祭文化祭文文化化祭祭
開催開催開開催催

附
属
高
等
学
校
の
第
２４

回
体
育
祭
が
９
月
１０
日
�
、

シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催

さ
れ
た
。
１
年
か
ら
３
年

各
組
が
黄
、
青
、
赤
、
白
、

緑
の
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
３
学
年
が
一
緒
に

な
っ
て
応
援
合
戦
を
繰
り

広
げ
る
な
か
、
生
徒
も
先

生
も
各
種
目
に
お
い
て
一

所
懸
命
に
競
技
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。１０

月
２１
日
、
２２
日
の
２
日
間
、

附
属
高
等
学
校
の
第
３３
回
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
こ
れ
ぞ
総
附
の
Ｑ

Ｕ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」。
こ
れ
こ
そ

が
附
属
高
校
の
文
化
祭
だ
と
言

え
る
楽
し
い
文
化
祭
に
し
よ
う

と
１
年
生
は
展
示
、
２
年
生
は

ス
テ
ー
ジ
上
演
、
３
年
生
は
討

論
と
個
人
上
演
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
。
特
に
３
年
生
の
討
論
部

門
決
勝
で
は
「
原
子
力
発
電
は

是
か
非
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

３
年
２
組
と
３
年
４
組
が
活
発

な
議
論
を
交
わ
し
、
会
場
は
熱

く
盛
り
上
が
っ
た
。
今
年
は
地

元
の
劇
団
『
ア
ク
タ
ー
ズ
』
を

招
い
て
の
「
天
使
の
コ
コ
ロ

に
・
・
・
」
の
特
別
公
演
も
実

施
さ
れ
、
充
実
し
た
文
化
祭
と

な
っ
た
。

９
月
に
開
催
さ
れ
た
第

６０
回
国
民
体
育
大
会
（
晴

れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
）

の
夏
季
大
会
に
、
附
属
高

等
学
校
ヨ
ッ
ト
部
の
古
賀

陽
君
（
２
年
生
）、
中
野

龍
次
郎
君
（
２
年
生
）
が

ヨ
ッ
ト
競
技
少
年
男
子
Ｆ

Ｊ
級
に
、
武
次
祐
太
郎
君

（
１
年
生
）
が
同
シ
ー

ホ
ッ
パ
ー
級
ス
モ
ー
ル
リ

グ
に
出
場
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
松
久
安
則
教
諭
も

ヨ
ッ
ト
競
技
の
監
督
と
し

て
選
手
団
を
指
揮
し
た
。

附
属
高
等
学
校
ヨ
ッ
ト
部

は
、
６
月
に
開
催
さ
れ
た

長
崎
県
高
校
総
合
体
育
大

会
に
お
い
て
２
連
覇
を
達

成
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も

出
場
す
る
な
ど
毎
年
活
躍

し
て
い
る
。

ヨット部
古賀君、中野君、武次君が国体出場

長崎総合科学大学附属高等学校 平成１８年度 入学試験要項 募集定員 ２００名（普通科・男女共学）

２ 次 入 試
平成１８年３月１４日�～１７日�
９時～１６時３０分

・中学校卒業見込みの者または卒
業した者

�入学願書
�調査書
�受験料 １２，０００円

３月１８日�
国語・英語（リスニングなし）
数学・面接
受験票・筆記用具・定規
長崎総合科学大学附属高等学校

３月１８日� １６時

３月１８日� １６時～１８時
３月２０日� ９時～１６時３０分

�通知書 �受験票 �手続き費用 １２２，０００円 �誓約書・住民票抄本

１ 次 入 試
平成１８年１月１２日	～２４日�
９時～１６時３０分

・中学校卒業見込みの者または卒
業した者

�入学願書
�調査書
�志願者一覧（本校所定のもの）
�受験料 １２，０００円

１月３１日�
数学・英語（リスニングあり）
国語・社会・理科
受験票・筆記用具・定規
長崎総合科学大学
２月３日� １０時
（合格通知書を中学校へ郵送）
２月６日�～３月１６日	

９時～１６時３０分

推 薦 入 試
平成１８年１月１２日	～１８日

９時～１６時３０分
・本校のみの出願
・成績、人物ともに優れている者
・中学校卒業見込みの者

�入学願書
�調査書
�推薦書（本校所定のもの）
�受験料 １２，０００円

１月２０日�
数学・英語（リスニングなし）
面接
受験票・筆記用具・定規
長崎総合科学大学情報科学センター
１月２３日� １０時
（合格通知書を中学校へ郵送）
１月２４日�～３１日�

９時～１６時３０分

期 間
受付時間

資 格

手 続

試 験 日

科 目

携 帯 品
会 場

合 格 発 表

期 間
受付時間
提 出 物

出

願

試

験

入
学
手
続

第２４回 附属高等学校

体体育育祭祭開開催催

１・２・３男
１・２・３全女
２全男
１・２・３男
クラブ員
１全男
１・２・３男
３男３全女
１・２・３男
１・２・３男女
全職員
１・２・３女
１・２・３男

３全男女
１・２・３男
１・２・３全女
３全男
１・２・３男
１・２・３男女
１・２・３男

開会式
徒競走
山あり谷あり
棒倒し
１５００�走
クラブ対抗リレー
棒引き
パワフル競争
玉三郎軍団
総高一の韋駄天（予選）
ムカデ deタッチ
職員リレー
６００�リレー
８００�リレー
昼食
仮装行列
総高一の力持ち
渦巻きタイフーン
騎馬戦
総高一の韋駄天（決勝）
色別対抗リレー
スウェーデンリレー
閉会式

プログラム

附属高等学校
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「「「「「「「「「「「「「「「「２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１世世世世世世世世世世世世世世世世紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀のののののののののののののののの科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学技技技技技技技技技技技技技技技技術術術術術術術術術術術術術術術術」」」」」」」」」」」」」」」」
－産学官連携の促進をめざして－

林
一
馬
学
長

起
業
家
育
成
施
設（
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
タ
ー
）の
誘
致
を
長
崎
県
知
事
に
要
望

林
一
馬
学
長
は
９
月
１５
日
、
長
崎
県
庁
を
古

川
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
学
長
、
崎
山
長

崎
大
学
副
学
長
と
と
も
に
訪
れ
、
３
大
学
学
長

の
連
名
に
よ
る
起
業
家
育
成
施
設
（
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
タ
ー
）
誘
致
の
要
望
書
を
金
子
長
崎
県
知

事
に
提
出
し
た
。
３
大
学
に
お
い
て
は
こ
れ
ま

で
、
大
学
の
研
究
に
基
づ
く
社
会
貢
献
、
地
域

貢
献
は
大
学
の
使
命
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、

長
崎
県
の
特
徴
を
考
え
た
う
え
連
携
し
て
貢
献

す
る
テ
ー
マ
と
し
て「
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
ク
ォ
リ
テ
ィ
ー

オ
ブ
ラ
イ
フ
）
を
目
指
す
医
工
連
携
を
掲
げ
、

具
体
的
な
地
域
貢
献
に
は
企
業
を
立
ち
上
げ
る

必
要
が
あ
り
、
企
業
を
育
て
る
施
設
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
国
、
県
に
訴
え
て
き
た
。
こ
の
た

び
、起
業
家
育
成
施
設（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
）

が
中
小
機
構
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
長
崎
と
し
て

経
済
産
業
省
の
平
成
１８
年
度
予
算
概
算
要
求
に

組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
１８
年
度

政
府
予
算
確
保
に
向
け
た
支
援
、
事
業
用
地
の

確
保
や
入
居
企
業
の
支
援
な
ど
本
事
業
の
実
現

に
向
け
た
協
力
を
お
願
い
し
た
。

共同公開講演会開催

日時 ２００５年１１月１９日� １３：００～１７：３０
場所 出島交流会館２階研修室（出島町２－１１）
日程
来賓挨拶 九州経済産業局産学官連携推進室

室長 青木 宏氏
《基調講演》
「ＭＯＴ（技術経営）と産学官連携」
大阪ガス株式会社特別顧問 松村雄次氏

《特別講演》
「燃料電池の現状と将来」
九州大学大学院工学研究院機械科学部門
教授 佐々木一成氏

《講 演》
「長崎県大学発ベンチャーの概況と県立長崎
シーボルト大学発ベンチャー（バイオラボ
株式会社）」
県立長崎シーボルト大学看護栄養学部
栄養健康学科教授 久木野憲司氏

「先端科学技術と大学発ベンチャー」
長崎総合科学大学大学院
新技術創成研究所教授 田中義人

《総合討論》
「産学官連携事業における大学の役割」
司 会 �長崎総合科学大学

常務理事・客員教授 吉村 進
パネラー 長崎総合科学大学

工学研究センター長 池上国広
長崎大学共同研究交流
センター長 江頭 誠氏
県立長崎シーボルト大学
副学長 貞森直樹氏
長崎県政策調整局理事

立山 博氏
長崎工業会会長 坂井俊之氏

《交流会》会場：トレディアホテル出島１階
来賓挨拶 長崎県政策調整局理事

立山 博氏
主催 財団法人九州産業技術センター
共催 長崎総合科学大学大学院新技術創成研究

所、県立長崎シーボルト大学、活水女子
大学

「
福
岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

近
未
来
展
２
０
０
５
」に
出
展

新
技
術
創
成
研
究
所
は
１０
月
１９
日
〜
２１
日
、

福
岡
県
北
九
州
市
の
西
日
本
総
合
展
示
場
で
開

催
さ
れ
た
「
福
岡
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
近
未

来
展
２
０
０
５
」
に
て
、
新
規
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン

の
構
造
と
物
性
〜
Ｌ
ｉ
イ
オ
ン
電
池
・
水
素
吸

蔵
材
へ
の
応
用
〜
を
中
心
と
し
た
研
究
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
発
表
者
・
藤
井
光
廣
教

授
）
と
展
示
を
行
っ
た
。
同
展
は
、
福
岡
・
九

州
の
多
大
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
背
景
に
開
催
す

る
日
本
で
も
有
数
の
燃
料
電
池
・
水
素
関
連
分

野
の
展
示
会
で
、
今
後
日
本
の
基
幹
産
業
へ
の

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
燃
料
電
池
及
び
水
素

関
連
分
野
に
お
け
る
、
先
進
的
な
技
術
を
一
堂

に
紹
介
し
、
技
術
・
人
材
・
情
報
の
交
流
に
よ

り
、
今
後
の
市
場
形
成
の
裾
野
拡
大
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
。

坂
井
正
康
人
間
環
境
学
部
教
授
東
ア
ジ
ア

バ
イ
オ
マ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
講
演

坂
井
正
康
人
間
環
境
学
部
教
授
が
１０
月
３１
日

〜
１１
月
１
日
、
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
た
東
ア
ジ

ア
バ
イ
オ
マ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
現
状
と
方
向
」

（
農
業
施
設
学
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
九
州
バ
イ
オ

マ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
）
に
て
基
調
講
演
を

行
っ
た
。
坂
井
教
授
は
現
在
、
発
電
効
率
の
高

い
バ
イ
オ
マ
ス（
生
物
資
源
）発
電
シ
ス
テ
ム
の

事
業
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
マ
ス
コ
ミ
各
社

に
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
講
演

テ
ー
マ
は「
国
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
の
構
築
に
向
け
て
」。
実
用
展
開
が
期
待

さ
れ
る
新
し
い
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
技
術
と
し
て「
ガ
ス
化
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
」

や
「
ク
リ
ー
ン
熱
風
発
生
炉
」、「
エ
ン
ジ
ン
用

メ
タ
ノ
ー
ル
製
造
」
を
紹
介
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｃ
Ｃ
長
崎
文
化
放
送

で
１０
月
１
日
午
後
２
時
よ

り
「
華
の
長
崎

彩
色
絵

葉
書
が
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
い
う
特
別
番
組
が

放
送
さ
れ
た
。
番
組
で
は

明
治
後
期
〜
昭
和
初
期
に

長
崎
で
盛
ん
に
作
ら
れ
た

彩
色
絵
は
が
き
を
集
め
た

写
真
集
「
華
の
長
崎
」
に

注
目
し
、
編
著
者
で
あ
る

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ
ー
ク
ガ

フ
ニ
人
間
環
境
学
部
教
授

の
話
や
、
こ
の
本
に
ほ
れ

込
ん
だ
、
さ
だ
ま
さ
し
さ

ん
と
の
対
談
に
加
え
、「
華

の
長
崎
探
検
隊
」
が
絵
は

が
き
の
風
景
を
訪
ね
歩
い

た
。李

桓
人
間
環
境
学
部
助

教
授
が
、
早
川
和
男
同
学

部
教
授
著
「
居
住
福
祉
」

「華の長崎」彩色絵葉書が伝えるメッセージ中国語に翻訳
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を
中
国
語
訳
し
、
中
国
建

築
工
業
出
版
社
よ
り
出
版

し
た
。
こ
の
本
に
書
か
れ

た
「
居
住
福
祉
」
の
考
え

方
、
日
本
の
住
宅
事
情
及

び
日
本
の
住
宅
政
策
に
お

け
る
教
訓
な
ど
を
広
く
伝

え
、
学
際
的
な
交
流
を
活

性
化
し
た
い
と
い
う
こ
と

が
翻
訳
出
版
の
動
機
の
一

つ
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

こ
の
本
の
出
版
を
契
機
に

日
中
の
学
者
間
の
交
流
が

深
ま
り
、
現
在
、
国
際
間

の
共
同
研
究
と
新
し
い
共

同
出
版
が
進
ん
で
い
る
。

技
報
堂
出
版
よ
り
�
日

本
建
築
学
会
編
「
集
住
の

知
恵
美
し
く
住
む
か
た

ち
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
本
は
、
伴
�
正
志

工
学
部
建
築
学
科
助
教
授

が
主
査
を
務
め
る
同
会
・

農
村
計
画
委
員
会
・
集
住

文
化
小
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
執

筆
、
伴
�
助
教
授
が
編
著

の
役
割
を
担
い
、
自
ら
も

執
筆
し
て
い
る
。
建
築
学

分
野
の
専
門
書
だ
が
初
学

者
を
対
象
と
し
て
お
り
、

写
真
・
図
が
多
く
判
り
や

す
い
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

平成１６年度（２００４年度）決算報告〔財務の概要〕
１）資金収支計算（資金収支総括表）
（収入の部） （単位 百万円）

差 異
１５
△１
△２
４９
１
０

△１１
△２６
△１８
△６
４５
０
４６

決算額
１，６９２
２６
１０
５５５
１４
３４
１７８
４４
３５９
５０１
△４０５
１，４６６
４，４７４

予算額
１，７０７
２５
８
６０４
１５
３４
１６７
１８
３４１
４９５
△３６０
１，４６６
４，５２０

科 目
１．学生生徒等納付金収入
２．手数料収入
３．寄付金収入
４．補助金収入
５．資産運用収入
６．資産売却収入
７．事業収入
８．雑収入
９．前受金収入
１０．その他の収入
１１．資金収入調整勘定
１２．前年度繰越支払資金

収入の部計

（支出の部） （単位 百万円）

差 異
△１１５
△５２
△１９
０
０
２８
２２
△２
△１１
５

１９０

４６

決算額
１，６６４
６１６
２６３
１５
５６
２４
７７
７４９
６５
△４３
９８８

４，４７４

予算額
１，５４９
５６４
２４４
１５
５６
５２
９９
７４７
５４
△３８
１，１７８

４，５２０

科 目
１．人件費支出
２．教育研究経費支出
３．管理経費支出
４．借入金等利息支出
５．借入金等返済支出
６．施設関係支出
７．設備関係支出
８．資産運用支出
９．その他の支出
１０．資金支出調整勘定
１１．次年度繰越支払資金

支出の部計

３）貸借対照表
貸 借 対 照 表
平成１７年３月３１日資産の部 （単位 百万円）

増 減

５３５

△２０１

７３６

△８９０

△３５５

負債・基本金・消費収支差額の部

増 減

△６９

△８３

１４

５５

△３４１

△３５５

前年度末

１０，５５１

９，６６０

８９１

１，９７６

１２，５２７

前年度末

１，９４３

１，４５４

４８９

１３，４３８

△２，８５４

１２，５２７

本年度末

１１，０８６

９，４５９

１，６２７

１，０８６

１２，１７２

本年度末

１，８７４

１，３７１

５０３

１３，４９３

△３，１９５

１２，１７２

科 目

固 定 資 産

有形固定資産

その他の固定資産

流 動 資 産

資産の部合計

科 目

負 債

固 定 負 債

流 動 負 債

基 本 金

消費収支差額

負債の部、基本金の部
及び消費収支差額の部合計

２）消費収支計算（消費収支総括表）
（収入の部） （単位 百万円）

差 異
１５
△１
△７
４９
１
０

△１１
△２７
１９
０
１９

（支出の部）
差 異
△８８
△４０
△２０
０

△１３
△５
△１６６

決 算
１，６９２
２６
１５
５５５
１４
２１
１７８
４５

２，５４６
△５５
２，４９１

決 算
１，６３７
８８０
２８３
１５
１３
５

２，８３３
△３４２
△２，８５４
△３，１９６

予 算
１，７０７
２５
８
６０４
１５
２１
１６７
１８

２，５６５
△５５
２，５１０

予 算
１，５４９
８４０
２６３
１５
０
０

２，６６７
△１５６
△２，８５４
△３，０１０

科 目
学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基 本 金 組 入 額 合 計
消 費 収 入 の 部 合 計

科 目
人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額
徴収不能引当金繰入額
消 費 支 出 の 部 合 計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

李桓人間環境学部助教授「居住福祉」を�日本建築学会編「集住の知恵 美しく住むかたち」刊行
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TOPICS
TOPICS
第
４２
回

造
大
祭
開
催
！

1TOPICS
人
間
環
境
学
部

Ｉ
Ｓ
Ｏ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

2

TOPICS
留
学
生

研
修
旅
行

3TOPICS
「
第
７
回
な
が
さ
き

Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
」に
参
加

4

TOPICS5

青
少
年
の
た
め
の

科
学
祭
典
２
０
０
５

第
９
回
長
崎
大
会
に
参
加

TOPICS
長
崎
歴
史
文
化
博
物

館
内
の
建
築
模
型

村
田
教
授
が
監
修

6

長
崎
総
合
科
学
大
学
の
学
園
祭
「
第
４２
回
造
大
祭
」

（
造
大
祭
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
交
流
〜
総
科
大
と

輪
に
な
ろ
う
ヨ
！
〜
を
テ
ー
マ
に
１１
月
１２
日
�
、
１３
日

�
に
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
１２
日
�
は
本

学
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
で
お
な
じ
み
の
佐
世
保
市
出
身
の
人
気

バ
ン
ド
赤
崎
コ
ン
パ
大
學
に
よ
る
ラ
イ
ヴ
や
ビ
ン
ゴ
大

会
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
同
時
開
催
さ
れ
た
。

１３
日
�
は
俳
優
で
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
生
で
も
あ

る
金
子
昇
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
人
間
環
境
学

部
Ｉ
Ｓ
Ｏ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
長
崎
ジ
ュ
ニ
ア
囲
碁
大
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
が
会
場
所
狭
し
と
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
歩

き
回
っ
て
い
た
。

人
間
環
境
学
部
で
は
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
認
証

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
造
大
祭
に
て
開
催
し
た
。

日
時

１１
月
１３
日
�

１４
時
〜
１６
時
３０
分

場
所

シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
２
１
２
講
義
室

内
容第

１
部
〈
基
調
講
演
〉
武
政
剛
弘
長
崎
大
学
環
境
科

学
部
教
授

第
２
部
〈
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
〉

テ
ー
マ
「
大
学
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
の

意
義
」

参
加
大
学

福
岡
工
業
大
学
社
会
環
境
学
部
、
長
崎
大

学
環
境
科
学
部
、
本
学
人
間
環
境
学
部

９
月
２３
日
〜
２４
日
、
本
学
留

学
生
の
五
島
福
江
島
へ
の
研
修

旅
行
が
あ
り
、
大
学
院
、
学
部
、

別
科
合
わ
せ
て
４６
名
の
外
国
人

留
学
生
が
参
加
し
た
。
一
行
は
、

２３
日
朝
、
長
崎
港
か
ら
フ
ェ

リ
ー
に
て
出
発
し
、
お
昼
前
に
は
福
江
港
に
到
着
。
そ

の
後
、
バ
ス
２
台
に
分
乗
し
、
２
日
間
で
玉
之
浦
町
の

大
瀬
崎
断
崖
・
灯
台
の
観
光
、
武
家
屋
敷
の
ふ
る
さ
と

館
に
て
バ
ラ
モ
ン
凧
の
絵
付
け
を
体
験
。
富
江
町
の
さ

ん
さ
ん
富
江
村
で
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
香
珠
子
の
浜

で
は
塩
工
場
を
見
学
し
た
。
本
学
で
は
、
日
本
の
自
然

と
文
化
に
触
れ
、
留
学
生
同
士
が
親
睦
と
交
流
を
深
め

る
た
め
に
研
修
旅
行
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

１０
月
１４
日
�
、
１５
日
�
に
Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
か
も
め
広
場

で
開
催
さ
れ
た
「
第
７
回
な
が
さ
き
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
」
に
、

今
年
も
本
学
が
大
学
と
し
て
は
唯
一
出
展
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
長
崎
県
高
度
情
報
化
推
進
協
議
会
が
主

催
す
る
も
の
で
、
出
展
企
業
に
よ
る
情
報
通
信
機
器
・

シ
ス
テ
ム
の
展
示
・
実
演
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
。工
学
部
か
ら
谷
昇
教
授
と
学
生
に
よ
る「
ロ
ボ
ッ

ト
展
示
・
実
演
」、
情
報
学
部
か
ら
は
池
末
純
一
教
授

と
学
生
に
よ
る
「
音
や
映
像
主

体
の
３
Ｄ
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
人

間
環
境
学
部
か
ら
は
横
山
正
人

教
授
が
地
元
企
業
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
地
域
情
報
化
政
策
と
情

報
技
術
（
福
祉
情
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
）
に
関
す
る
出
展
が

あ
っ
た
。

子
供
た
ち
に
科
学
の
楽
し
さ
や
不
思
議
さ
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学

祭
典
２
０
０
５
第
９
回
長
崎
大
会
」
が
１０
月
２２

日
�
・
２３
日
�
に
長
崎
市
科
学
館
で
開
催
さ
れ
、

本
学
か
ら
も
「
レ
ゴ
を
使
っ
て
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト

を
作
ろ
う
（
安
田
元
一
工
学
部
教
授
）」、「
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
鳥
や
飛
行
機
を
と
ば
そ
う

（
川
尻
伸
也
教
職
課
程
教
授
）」、「
き
れ
い
な

も
よ
う
を
つ
く
ろ
う
（
金
子
照
之
人
間
環
境
学

部
助
教
授
）」、「
磁
石
の
は
た
ら
き
と
電
気
の

発
生
の
実
験
（
井
手
義
道
非
常
勤
講
師
）」
と

い
う
企
画
で
参
加
し

た
。同

祭
典
は
日
本
科

学
技
術
振
興
財
団
な

ど
の
呼
び
か
け
で
全

国
的
に
開
催
。
長
崎

大
会
は
本
学
や
長
崎

大
学
な
ど
で
実
行
委

を
組
織
し
、
１
９
９

７
年
か
ら
開
催
し
て

い
る
。

１１
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
長
崎
歴
史
文
化

博
物
館
（
長
崎
市
）
で
常
設
展
示
さ
れ
る
建
築

模
型
を
、
村
田
明
久
工
学
部
建
築
学
科
教
授
が

監
修
し
た
。
オ
ー
プ
ン
前
日
の
２
日
、「
模
型

で
よ
み
が
え
っ
た
長
崎
文
化
の
宝
」
と
題
し
て
、

Ｎ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
で
取
上
げ
ら
れ
、
村
田
教
授

が
出
演
の
う
え
模
型
の
紹
介
を
行
っ
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
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TOPICS
赤
と
ん
ぼ
の
街
づ
く
り

ス
ケ
ッ
チ
大
会
に
て

マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ク
ル
展
示

7

TOPICS
「
浜
ん
ま
ち
夏
ま
つ
り
」
に参加

8TOPICS
ば
っ
て
ん
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

実
行
委
員
会

キ
ャ
ン
ド
ル
を
配
布

9

TOPICS
小
学
生
が

模
型
飛
行
機
づ
く
り

10TOPICS
山
里
小
学
校
、日
見
小
学
校
の

児
童
が
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

11

街
の
美
し
い
景
観
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る

こ
と
で
環
境
維
持
の
大
切
さ
を
考
え
て

い
た
だ
こ
う
と
１０
月
１
日
�
、
長
崎
市

の
水
辺
の
森
公
園
で
「
赤
と
ん
ぼ
の
街

づ
く
り
ス
ケ
ッ
チ
大
会
（
コ
カ
コ
ー
ラ

ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
主
催
）」が
開
催
さ

れ
、
環
境
保
全
活
動
の
一
環
と
し
て
本

学
新
技
術
創
成
研
究
所
に
て
開
発
中
の

マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ク
ル
が
展
示
、
披
露
さ

れ
た
。
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ク
ル
と
は
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
搭
載
し
た
新
し

い
小
型
の
乗
り
物
で
、
例
え
ば
、
一
人

乗
り
電
気
自
動
車
、
電
動
ス
ク
ー
タ
ー
、

電
動
カ
ー
ト
、
電
動
車
椅
子
な
ど
。
こ

の
ス
ケ
ッ
チ
大
会
は
清
涼
飲
料
メ
ー

カ
ー
が
毎
年
開
い
て
い
る
エ
コ
ロ
ジ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
今
年
が
８
回
目
。
市
内

の
小
学
生
や
そ
の
保
護
者
な
ど
合
わ
せ

て
８
５
０
人
が
参
加
し
、
水
辺
の
森
公

園
の
一
帯
で
絵
筆
を
走
ら
せ
た
。
会
場

に
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
紹
介
や
海
の
環
境
保
全
に
関
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ク

ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

実
際
に
そ

の
場
で
乗

り
、
エ
ン

ジ
ン
を
掛

け
た
り
し

て
、
排
気

ガ
ス
の
な

い
ク
リ
ー

ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の

大
切
さ
を

学
ん
だ
。

７
月
２２
日
、
２３
日
に
長
崎
市
内
ベ
ル

ナ
ー
ド
観
光
通
り
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た

「
浜
ん
ま
ち
夏
ま
つ
り
」
に
本
学
が
出
店
、

地
域
と
の
交
流
を
深
め
た
。「
長
総
大
の

お
に
い
ち
ゃ
ん
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
遊
ん

じ
ゃ
お
う
！
」
と
い
う
看
板
の
も
と
、
船

の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
振
動
自
動
車
、

段
ボ
ー
ル
の
家
、
レ
ゴ
を
使
っ
た
小
型
ロ

ボ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
模
様
づ
く

り
、
紙
ひ
こ
う
き
な
ど
、
子
供
た
ち
に
科

学
を
楽
し
く
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
企
画
が

満
載
。
学
生
自
治
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
本
学
教
員
や
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
お
ね
え

ち
ゃ
ん
学
生
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
子
供
た
ち
は
大
喜
び
で
、
大
好

評
だ
っ
た
。

８
月
６
日
、
７
日
、
本
学
工
学
部
建
築

学
科
３
年
生
の
松
島
加
奈
さ
ん
と
大
学
院

１
年
生
の
立
野
雄
士
君
を
中
心
と
し
た
市

民
グ
ル
ー
プ
「
ば
っ
て
ん
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
実
行
委
員
会
」
が
、
ベ
ル
ナ
ー
ド
観

光
通
お
よ
び
長
崎
駅
前
か
も
め
広
場
に
お

い
て
、
被
爆
６０
年
の
原
爆
の
日
に
行
わ
れ

る
「
平
和
の
灯
火
」
に
合
わ
せ
て
「
平
和
」

と「
環
境
」を
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
廃
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
作
製

し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
配
布
し
、
各
家
庭
で

２
時
間
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
呼
び
か
け
た
。

ば
っ
て
ん
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
実
行
委
員
会
（
事
務
局
）

Ａ
ｄ
ｒ
：
長
崎
市
網
場
町
５
３
６
長
崎
総
合
科
学
大
学
建
築
学
科

宮
原
研
究
室

Ｔ
ｅ
ｌ
：
０
９
５－

８
３
８－

４
１
１
１

１０
月
２
日
、
本
学
体
育
館
に
お

い
て
小
学
生
が
父
親
や
母
親
と
模

型
飛
行
機
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
た
。
長
崎
商
工
会
議
所
が

進
め
る
「
も
の
づ
く
り
教
室
事

業
」
の
一
環
。
子
供
の
理
工
離
れ

が
進
む
中
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
や
面
白
さ
を
体
感
し
て
も
ら
い
、

製
造
業
の
人
材
育
成
に
つ
な
げ
よ

う
と
２
０
０
０
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
。
当
日
は
長
崎
市
内
の

小
学
５
・
６
年
の
児
童
と
保
護
者

合
わ
せ
て
約
８０
人
が
参
加
し
た
。

恒
屋
礼
二
郎
大
学
院
客
員
教
授

が
飛
行
機
の
仕
組
み
を
説
明
。
模

型
飛
行
機
の
作
り
方
に
つ
い
て
も

レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
児
童
ら
は
飛
行

機
作
り
に
挑
戦
し
た
。
完
成
後
は
、

滞
空
時
間
を
競
う
飛
行
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
。
滞
空
時
間
が
延
び
る

と
場
内
か
ら
は
歓
声
が
沸
い
た
。

長
崎
市
立
山
里
小
学
校

の
児
童
１４
名
・
父
母
６
名

が
１０
月
１５
日
、
海
洋
・
ス

ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

（
セ
ン
タ
ー
長
・
脇
山
祐

介
工
学
部
船
舶
工
学
科
講

師
）
に
よ
る
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
体
験
を
行
っ
た
。
こ
れ

は
長
崎
市
北
公
民
館
よ
り

要
請
が
あ
っ
た
も
の
で
、

本
学
学
生
と
職
員
の
協
力
の
も
と

大
学
所
有
の
ヨ
ッ
ト
「
つ
る
」
及

び
工
学
部
船
舶
工
学
科
の
卒
業
研

究
で
製
作
さ
れ
た
「
Ｎ
ｉ
ａ
ｓ
２３
」

に
よ
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
体
験
学
習

を
実
施
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
楽
し

い
時
間
を
海
の

上
で
過
ご
し
た
。

ま
た
、
１０
月
２３

日
に
は
日
見
小

学
校
の
児
童
・

父
母
・
地
区
児

童
合
わ
せ
て
２９

名
が
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
体
験
を

行
っ
た
。
日
見
公
民
館
及
び
地
区

児
童
委
員
会
よ
り
要
請
が
あ
っ
た

も
の
で
、
風
が
冷
た
か
っ
た
も
の

の
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
操
船
も
体

験
。
子
供
達
は
大
喜
び
だ
っ
た
。
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せっかくだから外でも１枚
自然が大好きの様子

編

集

後

記

秋
の
優
し
い
風
が
稲
穂
を
揺
ら

す
１０
月
の
あ
る
日
、
心
地
よ
い
日

差
し
に
誘
わ
れ
て
、
人
間
環
境
学

部
の
繁
宮
悠
介
先
生
を
シ
ー
サ
イ

ド
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究
室
に
訪
ね

た
。

スス
ポポ
ーー
ツツ
にに
熱熱
中中
しし
たた

少少
年年
時時
代代

先
生
は
愛
知
県
で
生
ま
れ
育
ち
、

小
学
校
で
は
児
童
会
長
も
務
め
た

経
験
も
あ
る
責
任
感
の
強
い
子
供

だ
っ
た
そ
う
だ
。
小
学
校
３
年
生

か
ら
は
じ
め
た
空
手
は
初
段
の
腕

前
で
、
剣
道
や
サ
ッ
カ
ー
に
も
燃

え
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
だ
っ
た
。
夏

休
み
に
は
よ
く
父
親
と
北
ア
ル
プ

ス
へ
登
山
に
行
き
、
そ
の
頃
か
ら

自
然
に
触
れ
る
の
が
好
き
だ
っ
た

と
い
う
。

中
学
校
で
も
サ
ッ
カ
ー
部
に
所

属
し
、主
将
を
務
め
た
。ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。
し
か
し
練

習
が
ハ
ー
ド
で
高
校
で
は
心
機
一

転
、
弓
道
部
に
入
部
。
地
区
大
会

で
優
勝
し
た
実
績
を
持
つ
。
弓
道

の
練
習
で
は
よ
く
眼
鏡
に
弦
が
あ

た
っ
て
、
メ
ガ
ネ
ご
と
飛
ん
で

い
っ
た
経
験
も
何
度
か
あ
る
と
か
。

さ
す
が
に
メ
ガ
ネ
が
的
中
な
ん
て

こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
。

環環
境境
問問
題題
はは
人人
間間
問問
題題

京
都
に
行
き
た
く
て
、
京
都
大

学
の
総
合
人
間
学
部
自
然
環
境
学

科
に
入
学
。
環
境
問
題
に
興
味
が

あ
っ
た
も
の
の
、
環
境
と
い
う
学

問
は
幅
広
く
、
入
学
当
初
は
、
自

分
が
や
り
た
い
こ
と
が
わ
か
ら
ず

に
、
迷
っ
て
い
た
と
い
う
。
大
学

２
年
生
に
な
っ
て
、
教
授
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
あ
り
、
環
境
学
の
基
本

と
も
な
る
生
物
に
つ
い
て
学
ぼ
う

と
決
心
し
た
。「
実
は
高
校
時
代

の
理
科
の
専
攻
は
物
理
・
化
学
で

生
物
は
学
ん
で
い
な
か
っ
た
ん
で

す
。
大
き
な
声
で
は
言
え
ま
せ
ん

が
」。
そ
ん
な
、
ち
ゃ
め
っ
け
た
っ

ぷ
り
の
先
生
が
、
生
物
の
話
に
な

る
と
、
目
の
色
が
変
わ
り
、
熱
く

語
り
出
す
。

「
生
物
の
進
化
を
学
ぶ
と
、
人

間
の
エ
ゴ
や
利
他
的
な
面
が
、
ど

う
や
っ
て
進
化
し
た
の
か
を
考
え

た
く
な
る
も
の
で
す
。
環
境
を
破

壊
し
て
い
る
人
間
の
心
理
的
な
本

性
ま
で
生
物
学
的
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
環
境
問
題
は
自
分
勝

手
に
環
境
を
壊
す
人
間
の
問
題
な

の
で
す
か
ら
。」

カカ
ニニ
とと
のの
出出
会会
いい

先
生
は
ま
た
、
環
境
問
題
に
つ

い
て
は
、
生
物
に
つ
い
て
も
っ
と

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

事
だ
と
い
う
。
そ
う
い
う
思
い
が

強
く
、
学
生
も
含
め
誰
も
が
、
親

し
み
や
す
い
研
究
テ
ー
マ
に
し
よ

う
と
、
「
カ
ニ
の
利
き
腕
」
や
「
貝

の
色
彩
」
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
当
初
は
貝
の
研
究
に
没
頭

し
て
い
た
が
、「
貝
は
見
て
い
て

も
動
か
な
い
し
、
ま
ど
ろ
っ
こ
し

く
て
・
・
・
。
そ
ん
な
時
、
研
究

所
の
近
く
で
カ
ニ
を
捕
ま
え
て
き

た
ら
、
動
き
が
コ
ミ
カ
ル
で
面
白

く
て
、
カ
ニ
の
研
究
も
始
め
た
ん

で
す
よ
。」
と
カ
ニ
と
の
出
会
い

を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
「
今
、
生
き
て
い
る
生

物
は
昆
虫
で
も
植
物
で
も
競
争
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
残
る

と
い
う
こ
と
が
進
化
に
と
っ
て
重

要
で
あ
り
、
進
化
を
学
べ
ば
、
環

境
破
壊
の
問
題
意
識
も
自
然
に
浮

か
ん
で
く
る
は
ず
で
す
。」
と
強

調
さ
れ
た
。

トト
ララ
イイ
アア
ルル
＆＆
エエ
ララ
ーー
でで

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
す
る
と
「
生
物
の
進
化
は
ト
ラ

イ
ア
ル
＆
エ
ラ
ー
が
本
質
で
す
。

カ
ニ
が
餌
を
捕
る
に
し
て
も
そ
う

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
失
敗
を
繰

り
返
し
、
試
し
て
、
学
習
す
る
の

が
生
物
で
す
。
学
生
も
何
事
に
も

恐
れ
ず
、
ト
ラ
イ
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。」
先
生
は
最
近
、
学

生
た
ち
と
食
糧
を
生
み
出
す
過
程

を
学
ぼ
う
と
、
外
海
町
の
棚
田
の

オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
米

作
り
を
通
じ
て
、
ト
ラ
イ
ア
ル
＆

エ
ラ
ー
の
精
神
を
学
ん
で
も
ら
う

の
が
目
的
。
毎
日
、
自
宅
か
ら
大

学
ま
で
の
１５
分
の
道
の
り
を
自
転

車
で
自
然
と
向
き
合
い
な
が
ら
通

勤
し
て
い
る
。

最
後
に
「
と
こ
ろ
で
先
生
は
、

カ
ニ
は
食
べ
ら
れ
ま
す
か
？
」
と

尋
ね
る
と
「
食
べ
ま
す
よ
。
で
も

エ
ビ
の
ほ
う
が
好
き
で
す（
笑
）。」

繁
宮
悠
介

人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学
科
講
師
。

昭
和
５１
年
愛
知
県
生
ま
れ
。

平
成
１６
年
３
月

京
都
大
学
大
学
院
人

間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
。

博
士
（
人
間
・
環
境
学
）。

平
成
１６
年
４
月
に
本
学
へ
赴
任
。

日
本
生
態
学
会
、
日
本
動
物
行
動
学
会
、

日
本
進
化
学
会
に
所
属
。

専
門
分
野
は
進
化
生
物
学
、
行
動
生
態

学
。

左
上
：
工
学
部
建
築
学
科
ト
ル
コ

研
修
旅
行

右
上
：
人
間
環
境
学
部
環
境
文
化

学
科
カ
ナ
ダ
研
修
旅
行

左
下
：
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
＆
人
力

水
中
翼
船
日
本
一
（
夢
の

船
研
究
会
）

右
下
：
２
０
０
５
年
度
造
大
祭
実

行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

○
原
田
大
道

本
学
名
誉
教
授

平
成
１７
年
９
月
７
日
ご
逝
去

（
享
年
６５
歳
）

○
鳥
巣

功

附
属
高
等
学
校
教
諭

平
成
１７
年
１０
月
２０
日
ご
逝
去

（
享
年
４８
歳
）

お
知
ら
せ
し
た
い
事
が
た
く
さ

ん
有
り
す
ぎ
て
編
集
に
苦
労
し
ま

し
た
。
今
後
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｈ
）

取
材
を
通
じ
、
い
つ
も
感
じ
る

こ
と
は
学
生
の
成
長
。
イ
ベ
ン
ト

や
大
会
等
に
出
場
す
る
た
び
に
ど

ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く
学
生
の
姿

を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
Ｔ
）

このＱＲコードで
本学携帯電話ホームページにアクセスできます

研研究究室室をを訪訪ねねてて

――繁繁宮宮悠悠介介先先生生をを訪訪ねねてて――

表表
紙紙
のの
紹紹
介介

研究室にもやっぱりカニが
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